
食べ物を無駄にしないように心がけても生こみは毎日出てくるものです。

生こみをどのようにして減らすか、そのキーポイントは水分にあります。

水分を切ることで、こみの重さはかなり軽くなり、こみの減量につながります。

家庭から出された焼却とみの性状

フラスチッ 4296

その他可燃 6296

(平成 25年 3月のとみ組成開査結果より)

水切リネットなどを利用し、

こみ袋に入れる前に

もうひとしぼりする。

::

生こみ処理機を利用する。

生こみ処理機にはしヽろいろな種類が

あり、こ家庭の使用目的にあつたも

のを選ぶことができます。

購入に対して補助金がありますので、

こ利用ください。

か

0 0野菜などの使えない部分は

最初に切り落とし、

できるだけ濡らさなしヽ。

お茶がらやコーヒーがらなどは、

乾かしてからこみに出す。
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水切りにチャレンジ !
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資源を無駄にしなしヽ環境にやさしい循環型社会を形成するため、

こみの減量やリサイクルにご協力をよろしくお願いします。
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